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若きハイデガーにおける 「意味」について
一 『心理主義の判断論』における 「妥当」概念を手がかりに一
伊勢 俊介(1)
〔第2回研究助成成果報告〕
命題概念および様相概念の意義再考
一 近年の様相同伴についての論理的研究をふまえて一
山崎紗紀子(23)
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2015年度哲学教室関係記事
授 業 題 目
(★は非常勤講師)
教養 ・外国語授業題目
哲 学A
哲 学B
倫理学A
倫理学B
論理学A・B
心 の 哲 学
科 学 哲 学
自然と文明の哲学
技術と倫理
石川 求
木田 直人
★上村 直樹
*永野 潤
松阪 陽一
金子 善彦
岡本 賢吾
千代島 雅
千代島 雅
環境と生命の倫理
西洋古典学A
西洋古典学B
ギリシア
ギリシア
ラ テ ン
ラ テ ン
??
?
????
??
?
???
?
基礎ゼミナール
需金澤 修
小池 登
大芝 芳弘
*金澤 修
小池 登
*河島 思朗
大芝 芳弘
木田 直人
学部授業題目
(講義)
古代中世哲学史1・II
近 世 哲 学 史1
近 世 哲 学 史II
日本倫理思想史
(演習)
哲学基礎演習(英 米)
哲学基礎演習(独 仏)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
美 学*宮 川/衷伊藤(直)
西洋古典学概説1小 池 登
西洋古典学概説II大 芝 芳弘
J.Fodor,HumeVariations
フ ラ ン ス語 基 本 文 献 購 読
松阪 陽一
木田 直人
学部 ・大学院共通授業題目
(特殊講義)
論理学中級
言語哲学入門
カントとニーチェの哲学
ハイデガーの哲学
サルトルの哲学とその意義
メルロ=ポ ンティを中心 としたフランス現代哲学
情報と様相の論理 と哲学入門
自然言語の統語論 と意味論
科学哲学の入門
諸問題の哲学的考察
生命倫理における人間の尊厳
(哲学 ・倫理学演習)
Platon,Protagoras
Epicurus
岡本 賢吾
松阪 陽一
★近堂 秀
歯上田圭委子
密永野 潤
士杉本 隆久
岡本 賢吾
*峯島 宏次
歯東 克明
千代島 雅
*堂圃 俊彦
金子 善彦
金子 善彦
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Augustinus,Confessiones
Malebranche,Traite'del'amourdeDieu
Spinoza,Ethica
Cond且lac,Traite'dessensations
Kant,Kn'tikderPraktischenVernzanfl
Hege1,Wissenschaf7derLogik
Nietzsche,AlsosPrachZarathustra
Wittgenstein,PhilosophischeUntersuchungen
DavidKaplan,"Words"
研 究 発 表 と討 論
(西洋 古 典 学 演 習)
Platon,Politeia〈ギ リ シ ア 語 散 文>
Sophocles,Trachiniae〈ギ リ シ ア 語 韻 文>
Suetonius,1)ivusClaudius〈ラ テ ン 語 散 文>
Vergilius,Aeneis〈ラ テ ン 語 韻 文 〉
★上村 直樹
木田 直人
石川 求
木田 直人
石川 求
石川 求
千代島 雅
岡本 賢吾
松阪 陽一
岡本 賢吾
大芝 芳弘
小池 登
小池 登
大芝 芳弘
大学院授業題目
古代哲学研究 修士課程 ・博士課程在学者への論文作成指導
近世哲学研究 修士課程 ・博士課程在学者への論文作成指導
近世哲学研究 修士課程 ・博士課程在学者への論文作成指導
現代哲学研究 修士課程 ・博士課程在学者への論文作成指導
西洋古典学研究法 修士課程 ・博士課程在学者への論文作成指導
博士論文指導 博士課程在学者への論文作成指導
金子 善彦
石川 求
木田 直人
岡本/松阪
大芝/小池
博士課程指導教員
論文題目(2014年度)
卒業論文
近代技術学の形成に伴 うその思想的基盤の歴史的変遷について 賀来 匡識
フレーゲの算術の基礎について 小附 拓矢
JohnR.Searleが提唱する制度的現実について 仙石 優
イスラーム神秘主義哲学者イブン ・アラビーにおける存在論と人間論 永松 由寛
MichaelDummettによる 「意味の理論」の射程 三上 温湯
生に寄り添う哲学 水山 吾朗
現代において幸福はありえるのか
一 個 と個を超えるもの一 山室 光司
学科消息
2016年4月に,金子善彦准教授が慶応義塾大学に転出します.
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2015年度学会記事
第58回東京都立大学哲学会総会及び第39回研究発表大会
t2015年7月11日
第58回総会
例年通 り,前年度の事業報告が行われ,今年度の事業計画が議せ られました。
第39回研究発表大会
今回は下記の研究発表が行われました(13時30分～16時45分).
概念記述の判断と概念適用の判断
一一 ヘーゲルにおける判断と推論の関係一
時間系列における視点
一一時間論理の内的観点について一
『論理哲学論考』における論理的構文論について
時制時間論
木本 周平
北村 哲紀
渡辺 大地
丹下 芳雄
総会 ・研究発表大会の後,懇 親会が催されました.卒 業生など約40名の方々が
参加 されて盛況のうちに閉会しました.
会員出版物の紹介
以下に記載させていただいたのは,本誌編集委員が把握できた限りの ものです
(会員である著者 ・訳者名50音順).
トマ ス ・ネー ゲ ル 著,大 辻 正 晴 訳
『理 性 の 権 利 』 春 秋 社,2015年
ア リ ス トテ レ ス著,金 澤 修 ほか 訳
『ア リ ス トテ レ ス全 集6気 象論 ・宇 宙 に つ い て』 岩 波 書 店,2015年
ア リ ス トテ レス著,金 子 善 彦 ・伊 藤 雅 巳 ・金 澤 修 ・濱 岡剛 訳
『ア リ ス トテ レス全 集8動 物 誌(上)』 岩 波 書 店,2015年
『ア リ ス トテ レス全 集9動 物 誌(下)』 岩 波 書 店,2015年
土 橋 茂 樹 ・納 富 信 留 ・栗 原裕 治 ・金澤 修 編,田 坂 さつ き ・神 崎繁 ほ か 著
『内在 と超 越 の 閾 加 藤信 朗 米寿 記 念 哲学 論 文 集』 知 泉書 館,2015年
澤 田直 編,永 野 潤 ほ か著
『サ ル トル読 本』 法政 大 学 出 版 局,2015年
SeiichiYamaguchiusw.(Hrsg.)
Die7'aPanischsPrachigeHegel-RezePtionvon1878bis2001.EineBibliograPhie
(Hegeliana23),PeterLangEdition,2013.
SeiichiYamagtichiusw.(Hrsg.)
HegelinJaPan.Studien2urPhilosoPhieHegels(Reihe:ldealundReal.AsPecte
undPerspektivendesDeutschen、ldealismus,Bd.4),LitVerlag,2015.
会員の皆様の研究業績に関する情報 を集めてお ります.と くに,研究書を出版さ
れた方はご一報下さい.
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東京都立大学哲学会研究助成の対象者について
今年度(2015年度)の 東京都立大学哲学会研究助成の対象者は,本 学会委員長
および運営委員からなる選考委員会の厳正な選考の結果,上野由貴氏(研究課題 「カ
トゥッルス 『カルミナ』64のテーセウスと 「アリスタエウス物語」」)に決定いた
しました.
本号掲載論文について
本誌掲載論文のうち,伊 勢俊介氏の論文は,会員の公募論文から厳正な審査を経
て選ばれたものです.山 崎紗紀子氏の論文は,第2回 研究助成の成果報告です.
『哲学誌』第59号掲載論文投稿規定
下記の通り 『哲学誌』第59号の原稿 を募集いたします.ふ るってご応募下さい.
?
2.
?
4,
5.
テーマ
限定しません(た だし,オ リジナル論文に限 ります).
長さ
[和文の場合]24,000字(400字詰原稿用紙に換算して60枚)以 内
(注・文献表を含む)
[欧文の場合]12,000語以内
体裁
・正 ・副計3部 提出して下さい.
欧文タイトルを添えて下さい.
・採用が決定した場合,あ らためて電子テキス トを提出していただきます.
提出場所
192・0397八王子市南大沢1-1
首都大学東京哲学事務室内
東京都立大学哲学会事務局
(TELO42・677・2068/EAXO42-677-2073)
提出期限
2016年10月3日(月)午後5時 必着(厳 守)
編 集 後 記
本学会の研究助成制度も3年 目となり,よ うやく定着してきたようです.成 果報
告 を見ていただければ分か りますように,徐 々にその成果も現れてきているように
思われます.資格のある方は,こ の助成制度に応募することを強くお勧めします.
近年,投 稿論文の数が減少傾向にあります.本 誌には比較的長め(400字詰め原
稿用紙60枚)の 論文が載せられるというメリッ トがありますので,長 めの研究成
果を発表する場をお探 しの方は,是 非とも本誌にご投稿ください.
例年申し上げてお りますように,査読の労をとられた先生方には心より御礼を申
し上げます.先 生方のご指摘が投稿論文の改善に大いに寄与 していることは言うま
でもありません.今 後ともなにとぞよろしくお願い申し上げます.
59
東京都立大学哲学会規約
第1条
第2条
第3条
1
2
3
4
第4条
第5条
1
2
3
第6条
1
2
3
第7条
第8条
第9条
第10条
本会は東京都立大学哲学会 と称 し,東京都立大学人文学部哲学科および
首都大学東京都市教養学部哲学教室の関係者,な らびに,本 会が特 に承
認する者の任意加入を以て構成される
本会は広義の哲学思想の研究とその普及を計ることを目的とする
本会は前条の目的を達成するために以下の事業を行う
毎年数回研究発表会を開 く.うち1回 は大会 とする
毎年1回 会誌を発行する
他の哲学会との交流を行う
哲学に関する著述 ・翻訳を組織的に行いその出版を計る
本会は会員組織とし,会員は一般会員,名 誉会員からなる
第3条 の事業を行うための機関として総会および委員制度を設ける
年1回 総会を開催する
委員は 委員長1運 営委員 若干名 編集委員 若干名 会計監査2監 事
若干名とし,総会で選出される
委員の任期は2年 とする.た だし再選を妨げない
本会の経費は会費および寄付金によってこれを賄う
会員は会費を納入するものとする.ただし名誉会員はそのかぎりではない
会費は年額一律4,000円とする.ただし学生は2,000円とする
寄付金は一口10,000円として受け付ける
会員は会誌の配付をうけ本会の行う諸種の行事に参加することができる
5年以上の会費未納者は退会 とみなす
本会の事務局は首都大学東京都市教養学部哲学事務室内に置 く
本会規約の改正変更はすべて総会の決議による
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TheSocietyofPhilosophyofTokyoMetropolitanUniversity2016
Uberden,,Sinn``beidemjungenHeidegger=
InHinsichtaufdenBegriff,,Gelten``
inDieLehrevomUrteilimPsychologismus
【Thereportofthe2ndfinancialsupportforresearch】
TheNotionsofPropositionandModalityRevisited:
OnRecentStudiesinModalCompanion
ISEShunsuke
YAMASAKISakiko
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